
今月の主な内容

●第14回加西っ子議会…4～5 ●考えてみませんか、みんなの健康…6 ●タウントピックス…8 ●タウンインフォメーション…12

面　積／150.44�
市　木／カシ
市　花／サルビア

▲7月2 8日（日）アクアス加西横特設会場で、加西市青年連絡会えんどれす（山本朋子会長）による、「泥ろんぱ―泥んこバレー
ワールドカップ―」が開催されました。和歌山、淡路など遠方からも多くのチームが参加。思うように動けない泥田でのバレーを
楽しみました。

第25回加西サイサイまつり（2～3ページ）
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８
月
４
日

（日）
市
役
所
来
庁
者
駐
車
場
を
メ
ー
ン
会
場
と
し
て
、

第
25
回
加
西
サ
イ
サ
イ
ま
つ
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

市
制
35
周
年
記
念
式
典
で
「
市
民
参
画
都
市
宣
言
」
を
行
っ
た

今
年
、
25
回
目
に
し
て
初
の
市
民
公
募
に
よ
る
実
行
委
員
会
が
組

織
さ
れ
、
連
日
深
夜
ま
で
熱
気
あ
ふ
れ
る
打
合
せ
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
練
り
に
練
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
む
か
え
た
当
日
、
雨

に
よ
る
総
お
ど
り
の
中
止
や
夜
さ
来
い
・
踊
り
コ
ン
テ
ス
ト
の
会

場
変
更
は
あ
り
ま
し
た
が
、
ま
つ
り
に
来
ら
れ
た
方
々
は
、
市
内

外
か
ら
参
加
さ
れ
た
19
チ
ー
ム
４
０
０
名
の
み
な
さ
ん
が
繰
り
広

げ
た
素
晴
ら
し
い
踊
り
の
数
々
と
、
一
味
も
二
味
も
違
っ
た
今
年

の
花
火
を
堪
能
さ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
来
年
は
あ
の
ス
テ
ー
ジ

で
踊
っ
て
み
た
い
と
思
わ
れ
た
方
も
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
ま
た
、
２
０
０
名
に
も
お
よ
ぶ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な

さ
ん
に
手
作
り
の
ま
つ
り
を
裏
か
ら
支
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
市
民
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
市
民
の
み
な
さ
ん
の
た

め
の
「
加
西
サ
イ
サ
イ
ま
つ
り
」
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

踊
り
躍　
っ　
た
み
ん
な　
の　
ま　
つ　
り

│
第
25
回
加
西　
サ　
イ　
サ　
イ　
ま　
つ　
り
│
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3

優
雅
で
華
麗
、　
そ
し
て
感
動
的
な
花
火
で
幕
を
閉
じ
た
、　

第
25
回
加
西
サ
イ
サ
イ
ま
つ
り
は
、　
集
中
豪
雨
的
な
夕
立

の
た
め
、　
メ
イ
ン
で
あ
っ
た
総
踊
り
を
中
止
す
る
大
き
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
、　
市
民
皆
様
方
に

多
大
な
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
し
た
が
、　
多
く
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
、　
関
係
諸
団
体
、　
参
加
い
た
だ
い
た
皆

様
の
ご
理
解
に
よ
り
無
事
終
了
で
き
ま
し
た
。　

参
加
す
る
一
人
ひ
と
り
が
、　
自
分
の
演
出
で
、　
自
ら
を

主
人
公
に
し
た
、　
自
分
の
ま
つ
り
を
創
り
上
げ
て
頂
く
事

を
目
的
に
、　
公
募
し
た
メ
ン
バ
ー
で
、　
実
行
委
員
会
を
重

ね
立
案
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。　

変
革
の
一
年
目
で
あ
り
ま
し
た
の
で
、　
ス
タ
ッ
フ
の
不

手
際
、　
ま
た
、　
皆
様
に
ご
不
便
を
お
掛
け
し
た
点
、　
多
々
あ

っ
た
と
思
い
ま
す
が
次
年
度
の
改
善
点
と
御
理
解
頂
き
た

い
と
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。　

第
26
回
加
西
サ
イ
サ
イ
ま
つ
り
が
、　
よ
り
素
晴
ら
し
い

ま
つ
り
に
な
る
こ
と
を
希
望
申
し
上
げ
、　
心
よ
り
御
礼
と

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。　

加
西
サ
イ
サ
イ
ま
つ
り
祭
典
委
員
会

同
　
　
　
実
行
委
員
会



ち　
び　
っ　
こ
議
員
が
数
々　
の　
提
言

│

第
14
回
加
西　
っ　
子
議
会
を　
開
催
│　

議
会
の
開
会
前
に
、
ま
ず
市
か

ら
加
西
市
の
あ
ら
ま
し
、
市
役
所

の
し
く
み
や
仕
事
の
内
容
、
将
来

の
計
画
、
市
議
会
の
役
割
と
内
容

が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

下
里
小
学
校
の
西
岡
　
郁
さ
ん

を
議
長
、
富
合
小
学
校
の
菅
野
悠

介
さ
ん
を
副
議
長
と
し
て
議
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
議
長
の
指
名

で
議
員
一
人
ひ
と
り
が
演
壇
に
立

ち
様
々
な
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

ち
び
っ
こ
議
員
か
ら
は
、
通
学

路
、
図
書
館
、
ス
ポ
ー
ツ
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
と
い
っ
た
身
近
な
問

社
会
問
題　
へ　
の　

強　
い　
関
心

題
が
数
多
く
出
さ
れ
る
中
、
青
少

年
の
犯
罪
や
男
女
共
生
を
筆
頭
に
、

環
境
問
題
や
少
子
高
齢
化
問
題
な

ど
社
会
問
題
へ
の
関
心
の
高
さ
が

目
立
ち
ま
し
た
。

質
問
に
は
、
本
会
議
同
様
に
市

長
、
助
役
を
は
じ
め
、
担
当
部
長

等
が
分
か
り
や
す
く
答
弁
し
ま
し

た
。こ

の
議
会
で
出
さ
れ
た
質
問
や

意
見
は
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く

り
に
反
映
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

次
の
頁
で
主
な
質
問
と
そ
の
答

弁
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

８　
月
５
日　

（月）
、　
市
議
会
議
場　
で　
第
14
回
加
西　
っ　
子
議
会　
が　
開
催
さ　

れ　
ま　
し
た　
。　
こ　
の　
議
会　
は　
、　
日　
ご　
ろ　
子
供
た　
ち　
が　
加
西
市　
に　
つ　
い　
て
ど　

の　
よ　
う　
に　
考　
え　
て　
い　
る　
か　
を　
知　
る　
一
方
、
子
供
た　
ち　
に
と　
っ　
て　
は　
夏
休　

み　
の　
社
会
学
習　
の　
一　
つ　
で　
も　
あ　
り　
ま　
す　
。　
当
日　
は　
市
内
11
の　
小
学
校　
か

ら
６
年
生　
24
人　
が　
議
員
と　
し　
て　
、　
ま　
た
54
人　
が　
傍
聴
人
と　
し　
て　
参
加　

し　
ま　
し
た　
。

議会終了後、柏原市長と記念撮影

学校名　　 議 員 名

北　条　池田沙有里

富　合　井上恵梨華

九　会　上田　倫久

北条東　大垣　隆一

西在田　大豊　雄一

西在田　金田　将平

富　田　鴨川　　梓

賀　茂　古角まどか

学校名　　 議 員 名

泉　　小西　智子

富　田　小東　大輔

宇　仁　志方　文哉

宇　仁　繁田　　葵

富　合　菅野　悠介

北　条　菅原　菜未

北条東　助友　京子

日　吉　鈴木ゆりか

学校名　　 議 員 名

九　会　田井　章久

泉　　高嶋　大貴

九　会　田ケ谷ゆみか

北　条　筒井優利亜

下　里　西岡　　郁

日　吉　長谷川侑伸

下　里　古家　直樹

賀　茂　横田　将志

第14回加西っ子議会議員名簿 （敬称略）
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子
供　
た　
ち　
の　
夢
を　

今
後　
の　
ま　
ち　
づ　
く
り　
に



ら　
っ　
て　
い　
ま　
す
。　
ま　
た　
今
年　
か　
ら　
区
長

会　
を　
中
心　
に　
不
法
投
棄　
さ　
れ　
た　
重　
い　

ご　
み　
の　
ク　
リ　
ー　
ン　
キ　
ャ　
ン　
ペ　
ー　
ン　
を　
実
施　

し　
て　
も　
ら　
っ　
て　
い　
て　
、　
こ　
れ　
か　
ら　
も　
多　

く　
の　
方　
に　
参
加　
し　
て　
も　
ら　
え　
る　
よ　
う　

に　
取　
り
組　
ん　
で　
い　
き　
ま　
す
。　

ま　
た　
、　
ポ　
イ　
捨　
て　
を　
す　
る　
人
等　
に　

警
告　
す　
る　
看
板　
を　
立　
て　
、　
土
地　
の　
持　

ち　
主　
や　
池　
を　
管
理　
し　
て　
い　
る　
方　
に　
、　

ご　
み　
を　
捨　
て　
ら　
れ　
な　
い　
よ　
う
十
分　
な　

管
理　
を　
お　
願　
い　
し　
て　
い　
き　
ま　
す
。　

小
学
校　
の　
通
学
路　
に　
木　
や　
花　
の　
あ　

る　
歩
道　
を　
増　
や　
し　
て　
下　
さ　
い　
。　

答
弁

通
学
路　
で　
交
通
量　
が　
多　
い　
の　

に　
歩
道　
が　
な　
い　
と　
こ　
ろ　
は　
、　
道
路
沿　
い　

に　
民
家　
が　
密
集　
し　
て　
い　
る　
所　
が　
多　
く
、　

歩
道　
を　
整
備　
す　
る　
に　
は　
、　
た　
く　
さ　
ん　

の　
家　
を　
移
転　
し　
た　
り
、　
土
地　
を　
買　
わ　

ね　
ば　
な　
り　
ま　
せ　
ん　
。　
歩
道　
が　
整
備　
さ　

れ　
る　
に　
は　
、　
ま　
だ　
長　
い　
年
月　
を　
要　
す　

る　
と　
思　
い　
ま　
す
。　
当
面　
の　
対
策　
と　
し　

て　
、　
道
路
側
溝　
に　
蓋
板　
を　
設
置　
し　
、　

少　
し　
で　
も　
歩
行
者　
の　
安
全　
を　
守　
る　
よ　

う
計
画　
し　
て　
い　
ま　
す
。　

市　
で　
は　
、　
道
路
沿　
い　
の　
空
地
等　
を　

利
用　
し　
た　
花
壇　
の　
設
置　
を　
進　
め　
て　
い　

ま　
す
。　
み　
な　
さ　
ん　
や　
地
域
住
民　
の　

方
々　
と　
一
緒　
に　
な　
っ　
た　
花
壇　
づ　
く　
り　

を　
考
え　
て　
い　
き　
ま　
す
。　

加
西
病
院　
の　
増
築
工
事　
が　
終　
わ　
る　

と　
、　
診
療
科
数　
が　
増
え　
る　
の　
で　
す　
か　
。　

答
弁

増
改
築　
に　
伴
う
診
療
科　
は　

増
え　
ま　
せ　
ん　
が　
、　
入
院
患
者　
さ　
ん　
の　

環
境　
を　
よ　
く　
す　
る　
た　
め　
、　
６
人
部
屋　

を　
４
人
部
屋　
に　
し　
ま　
す
。　
ま　
た　
、　
Ｍ　

Ｒ　
Ｉ　
と　
か　
Ｃ　
Ｔ　
と　
い　
っ　
た　
大
型
医
療
機

器　
を　
新　
し　
く
性
能　
の　
高　
い　
も　
の　
に　
更

新　
し　
て　
病
気　
の　
早
期
発
見　
に　
努　
め　
ま　

す
。　市

長　
の　
仕
事　
は　
た　
い　
へ　
ん　
で　
す　
か　
。　

加
西
市　
を　
こ　
の　
よ　
う
な　
ま　
ち　
に　
し　
て　

い　
こ　
う
と　
い　
う
夢　
が　
あ　
り　
ま　
す　
か　
。　

答
弁

市
役
所　
の　
仕
事　
は　
幅
広　
く
、　

直
接
市
民　
の　
皆　
さ　
ん　
の　
生
活　
に　
つ　
な　

が　
る　
の　
で　
大
変　
で　
す
。　
平
日　
は　
も　
ち　

ろ　
ん　
、　
土
曜
・
日
曜
も　
い　
ろ　
い　
ろ　
な　
会

議　
や　
行
事　
に　
出　
か　
け
、　
ほ　
と　
ん　
ど　
休　

み　
が　
あ　
り　
ま　
せ　
ん　
。　
し　
か　
し　
、　
地
域　

の　
み　
な　
さ　
ん　
の　
た　
め　
に　
住　
み　
や　
す　
い　
ま　

ち　
を　
創　
る　
と　
い　
う
目
的　
の　
た　
め　
に　
、　

大
変　
な　
仕
事　
で　
も　
頑
張　
っ　
て　
い　
ま　
す
。　

責
任
も　
重　
い　
で　
す　
が　
、　
そ　
の　
分　
や　
り　

が　
い　
も　
い　
っ　
ぱ　
い　
あ　
り　
ま　
す
。　

夢　
は　
、　
大
好
き　
な　
ま　
ち　
加
西　
を　
、　

も　
っ　
と　
素
晴　
ら　
し　
く　
す　
る　
こ　
と　
で　
す
。　

美　
し　
い　
ま　
ち
・
活
力　
の　
あ　
る　
元
気　
な　

ま　
ち
・
全
国　
に　
誇　
れ　
る　
ま　
ち　
の　
三　
つ　

を　
目
標　
に　
し　
て　
い　
ま　
す
。

市
内　
に　
は　
、　
二　
つ　
県
立
高
校　
が　
あ　

る　
の　
に　
、　
な　
ぜ　
一　
つ　
も　
私
立
高
校　
が　

な　
い　
の　
で　
す　
か　
。　

答
弁

昨
年
度
、　
市
内　
の　
中
学
校　

か　
ら　
５　
９　
８　
人　
が　
高
校　
へ　
進
学　
し　
、　

県
立
北
条
高
校　
と　
播
磨
農
業
高
校　

に　
そ　
の　
67
％　
が　
入
学
、　
市
内　
を　
含　
む　

近
隣　
の　
高
校　
に　
約
90
％　
の　
人
達　
が　
進

学　
し　
ま　
し　
た　
。　
将
来
加
西
市　
の　
子
供　

た　
ち　
の　
人
口　
が　
増
え　
て　
き　
た　
段
階　
で　
、　

私
立
高
校　
の　
誘
致　
を　
検
討　
し　
た　
い　
と　

考
え　
ま　
す
。　

私　
の　
通
学
路　
で　
あ　
る　
高
速
道
路　
の　

ト　
ン　
ネ　
ル　
部
分　
に　
は　
、　
防
犯
灯　
が　
な　

い　
の　
で　
、　
帰　
り　
が　
お　
そ　
く　
な　
る　
と　
、　
暗　

く　
て　
す　
ご　
く
怖　
い　
で　
す
。　
ま　
た　
、　
小

学
校　
に　
入
学　
す　
る　
１
年
生　
に　
防
犯　
ブ　

ザ　
ー　
を　
プ　
レ　
ゼ　
ン　
ト　
し　
て　
く　
だ　
さ　
る　
と　

う　
れ　
し　
い　
で　
す
。　

答
弁

通
学
路　
の　
防
犯
灯　
に　
つ　
い　
て　

は　
、　
Ｐ　
Ｔ　
Ａ　
と　
も　
交
通　
や　
防
犯　
の　
面　

か　
ら　
十
分
協
議
・
検
討　
し　
、　
設
定　
し　

て　
い　
ま　
す　
が　
、　
人
家　
の　
少　
な　
い　
と　
こ　
ろ　

で　
未
設
置　
の　
と　
こ　
ろ　
も　
あ　
り　
ま　
す
。　

今
後
、　
自
治
会
等　
と　
も　
検
討　
し　
て　
い　

き　
ま　
す
。　

防
犯　
ブ　
ザ　
ー　
の　
配
布　
は　
素
晴　
ら　
し　

い　
提
案　
だ　
と　
思　
い　
ま　
す
。　
今
後
、　
防

犯　
ブ　
ザ　
ー　
の　
配
布
も　
視
野　
に　
入　
れ　
、　

学
校　
や　
Ｐ　
Ｔ　
Ａ　
等　
と　
も　
協
議　
し　
て　
皆　

さ　
ん　
の　
安
全　
に　
つ　
い　
て　
考
え　
て　
い　
き　
ま　

す
。　小

学
校　
ご　
と　
に　
図
書
館　
を　
作　
っ　
て　

ほ　
し　
い　
と　
思　
い　
ま　
す
。　
移
動
図
書
館　

や　
図
書
館　
の　
本　
を　
電
話　
や　
イ　
ン　
タ　
ー　

ネ　
ッ　
ト　
で　
調　
べ　
た　
り
、　
借　
り　
た　
り　
で　
き　

る　
よ　
う　
に　
し　
て　
も　
ら　
え　
る　
と　
す　
ご　
く

便
利　
に　
な　
る　
と　
思　
い　
ま　
す
。　

答
弁

校
区　
ご　
と　
に　
作　
る　
こ　
と　
は　
残

念　
な　
が　
ら　
で　
き　
ま　
せ　
ん　
。　
各
小
学
校　

に　
あ　
る　
学
校
図
書
館　
を　
一
層
充
実　
さ　

せ　
て　
い　
き　
ま　
す
。　

移
動
図
書
館　
の　
予
定　
は　
あ　
り　
ま　
せ　

質
問

質
問

ん　
が　
、　
学
習　
に　
必
要　
な　
本　
を　
学
校　
に　

ま　
と　
め　
て　
貸
出　
す
団
体
貸
出　
し　
サ　
ー　

ビ　
ス　
を　
、　
新　
し　
く
出
来　
る　
図
書
館　
で　

は　
考
え　
て　
い　
ま　
す
。　
学
校　
や　
家
庭　
で　

イ　
ン　
タ　
ー　
ネ　
ッ　
ト　
を　
利
用　
し　
て　
図
書
館　

に　
ど　
ん　
な　
本　
が　
あ　
る　
か　
を　
調　
べ　
た　
り

予
約　
で　
き　
る　
よ　
う　
に　
な　
り　
ま　
す
。　

加
西
出
身　
の　
プ　
ロ　
野
球
選
手　
や　
甲

子
園　
に　
出　
た　
人　
を　
呼　
ん　
で　
野
球
教
室　

を　
開　
い　
て　
ほ　
し　
い　
。　

答
弁

加
西
市　
は　
ス　
ポ　
ー　
ツ　
が　
盛　
ん　

で　
、　
特　
に　
野
球　
に　
つ　
い　
て　
は　
、　
少
年　
か　

ら　
大
人　
ま　
で　
非
常　
に　
レ　
ベ　
ル　
の　
高　
い　
ま　

ち　
で　
す
。　
そ　
ん　
な　
加
西
市　
で　
野
球
教

室　
を　
行
う　
こ　
と　
は　
非
常　
に　
大
切　
な　
こ　

と　
で　
す
。　
是
非　
と　
も　
野
球
教
室　
が　
開

催　
で　
き　
る　
よ　
う
計
画　
し　
た　
い　
と　
思　
い　

ま　
す
。　

ゴ　
ミ　
の　
ポ　
イ　
捨　
て　
な　
ど　
で　
池　
の　
水　
が　

す　
ご　
く　
よ　
ご　
れ　
て　
い　
る　
の　
で　
、　
ク　
リ　
ー　

ン　
活
動　
に　
も　
っ　
と　
力　
を　
入　
れ　
て　
ほ　
し　

い　
。

答
弁

市
内　
に　
は　
、　
大
小
あ　
わ　
せ　
て　

約　
９　
３　
０　
の　
溜
池　
が　
あ　
り
、　
子
供

会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
婦
人
会　
を　
は　
じ　
め　
と　

す　
る　
多　
く　
の　
団
体　
の　
ご　
好
意　
で　
、　
ク　

リ　
ー　
ン　
キ　
ャ　
ン　
ペ　
ー　
ン　
を　
実
施　
し　
て　
も　

質
問

質
問

質
問

質
問

２００２年８月号（No.４５７）
5

質
問

本会議同様に行われた「加西っ子議会」本会議同様に行われた「加西っ子議会」本会議同様に行われた「加西っ子議会」本会議同様に行われた「加西っ子議会」本会議同様に行われた「加西っ子議会」本会議同様に行われた「加西っ子議会」本会議同様に行われた「加西っ子議会」本会議同様に行われた「加西っ子議会」本会議同様に行われた「加西っ子議会」本会議同様に行われた「加西っ子議会」本会議同様に行われた「加西っ子議会」本会議同様に行われた「加西っ子議会」本会議同様に行われた「加西っ子議会」本会議同様に行われた「加西っ子議会」本会議同様に行われた「加西っ子議会」本会議同様に行われた「加西っ子議会」本会議同様に行われた「加西っ子議会」本会議同様に行われた「加西っ子議会」本会議同様に行われた「加西っ子議会」本会議同様に行われた「加西っ子議会」本会議同様に行われた「加西っ子議会」

質
問
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◎
児
童
扶
養
手
当

次
の
理
由
に
よ
り
、
父
と
生
計

を
と
も
に
で
き
な
い
児
童
を
養
育

し
て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
る
手
当

で
す
。

《
対
象　
と　
な　
る　
児
童
》

・
父
母
が
離
婚
後
、
父
と
生
計
を

同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童

・
父
が
死
亡
（
遺
族
年
金
支
給
な

し
）
ま
た
は
生
死
不
明

・
父
が
障
害
の
た
め
就
労
不
可

（
※
障
害
年
金
非
該
当
）
の
児
童

・
婚
姻
せ
ず
に
生
ま
れ
た
児
童

・
父
が
１
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い

る
児
童

※
な
お
、
請
求
者
本
人
・
請
求
者

と
同
居
し
て
い
る
扶
養
義
務
者
に

対
し
て
、
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

〈
児
童
扶
養
手
当
受
給
者　
の　
み　
な　

さ　
ま　
へ　
〉

毎
年
８
月
は
「
現
況
届
」
提
出

月
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
届
に

よ
り
８
月
以
降
の
手
当
の
支
給
を

判
定
し
ま
す
の
で
、
必
ず
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※
提
出
時
に
法
改
正
に
つ
い
て
詳

し
い
説
明
を
行
い
ま
す
。

◎
特
別
児
童
扶
養
手
当

心
身
に
中
度
以
上
の
障
害
が
あ

る
20
歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し
て

い
る
保
護
者
に
対
し
て
、
支
給
さ

れ
る
手
当
で
す
。

※
保
護
者
本
人
・
保
護
者
と
同
居

し
て
い
る
扶
養
義
務
者
に
対
し
て
、

所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

〈
特
別
児
童
扶
養
手
当
受
給
者　
の　

み　
な　
さ　
ま　
へ　
〉

現
在
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
を

受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
「
所
得
状

況
届
」
を
年
１
回
提
出
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
届
に
よ
り
８
月
以
降
の
手
当
の

支
給
を
判
定
し
ま
す
の
で
、
ま
だ

の
方
は
９
月
11
日

（水）
ま
で
に
必
ず

届
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先

社
会
福
祉
課
　
女
性
児

童
係
（
電
話
42
│
８
７
２
６
）

全
て
の
市
民
が
健
康
で
明
る
く

生
き
生
き
と
し
た
社
会
の
実
現
に

む
け
、
主
に
次
の
こ
と
に
つ
い
て

審
議
し
て
い
た
だ
く
委
員
の
一
部

を
、
市
民
の
方
か
ら
募
集
し
ま
す
。

�
保
健
福
祉
の
推
進
・
施
策

�
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
の
運
営

�
健
康
か
さ
い
21
、
介
護
保
険
事

業
、
高
齢
者
保
健
福
祉
事
業
に

関
す
る
こ
と

募
集
人
数

２
名
以
内

応
募
資
格

次
の
要
件
を
全
て
満

た
す
方

・
20
歳
（
本
年
４
月
１
日
現
在
）

以
上
で
市
内
在
住
の
方

・
保
健
福
祉
の
推
進
に
関
心
が
あ

る
方

任
　
期

平
成
14
年
９
月
か
ら
平

成
16
年
６
月
ま
で

応
募
方
法

住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
性
別
・
職
業
・
連
絡
先
電
話

番
号
・
自
己
Ｐ
Ｒ
・
応
募
の
動
機

（
４
０
０
字
程
度
）
を
記
入
の
上
、

郵
送
・

・
持
参
い
ず
れ
か

の
方
法
で
健
康
長
寿
課
ま
で

締
め
切
り

９
月
10
日

（火）

応
募
・
問
合
先

〒
６
７
５
│
２

３
９
５
　
加
西
市
役
所
　
市
民
福

祉
部
　
健
康
長
寿
課
（
電
話
42
│
８

７
２
３
　

）

夏
休
み
期
間
中
、
市
内
各
地
で

見
か
け
る
朝
の
ラ
ジ
オ
体
操
の
風

景
。
こ
の
「
ラ
ジ
オ
体
操
第
１
」

の
考
案
に
、
加
西
市
出
身
で
、「
日

本
体
育
の
父
」
と
称
え
ら
れ
る
故

大
谷
武
一
氏
（
大
柳
町
）
が
大
き

く
か
か
わ
ら
れ
た
こ
と
は
皆
さ
ん

ご
存
知
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

今
、
加
西
市
で
は
、
様
々
な
健

康
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

広
報
か
さ
い
で
も
、
ラ
ジ
オ
体
操

を
通
じ
て
健
康
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
お
ら
れ
る
職
場
や
団
体
等
を

紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
を
考
え
て
い

ま
す
。
我
こ
そ
は
と
思
わ
れ
る
各

「　
ラ　
ジ　
オ　
体
操　
の　
ま　
ち
」　

を　
目
指
し　
て

種
団
体
の
み
な
さ
ん
、
秘
書
広
報

課
（
�
�
８
７
０
１
）
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

市
で
は
、
地
域
の
健
康
づ
く
り

に
役
立
て
て
も
ら
お
う
と
、
こ
の

た
び
希
望
さ
れ
る
老
人
ク
ラ
ブ
や

自
治
会
に
ラ
ジ
オ
体
操
の
Ｃ
Ｄ
を

無
料
配
布
し
ま
し
た
。
そ
の
他
の

団
体
で
も
、
活
用
い
た
だ
け
る
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
ら
教
育
委
員

会
体
育
保
健
課
（
電
話
42
│
８
７
７

３
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
先
着
30
団
体

ラ　
ジ　
オ　
体
操　
Ｃ　
Ｄ　
を　

無
料
配
布

〜　
ご　
存
知　
で　
す　
か　
？　
〜

児
童
扶
養
手
当
＆
特
別
児
童
扶
養
手
当

児
童
扶
養
手
当
＆
特
別
児
童
扶
養
手
当

児
童
扶
養
手
当
＆
特
別
児
童
扶
養
手
当

児
童
扶
養
手
当
＆
特
別
児
童
扶
養
手
当

児
童
扶
養
手
当
＆
特
別
児
童
扶
養
手
当

児
童
扶
養
手
当
＆
特
別
児
童
扶
養
手
当

児
童
扶
養
手
当
＆
特
別
児
童
扶
養
手
当

児
童
扶
養
手
当
＆
特
別
児
童
扶
養
手
当

児
童
扶
養
手
当
＆
特
別
児
童
扶
養
手
当

児
童
扶
養
手
当
＆
特
別
児
童
扶
養
手
当

児
童
扶
養
手
当
＆
特
別
児
童
扶
養
手
当

児
童
扶
養
手
当
＆
特
別
児
童
扶
養
手
当

児
童
扶
養
手
当
＆
特
別
児
童
扶
養
手
当

児
童
扶
養
手
当
＆
特
別
児
童
扶
養
手
当

児
童
扶
養
手
当
＆
特
別
児
童
扶
養
手
当

児
童
扶
養
手
当
＆
特
別
児
童
扶
養
手
当

児
童
扶
養
手
当
＆
特
別
児
童
扶
養
手
当

児
童
扶
養
手
当
＆
特
別
児
童
扶
養
手
当

児
童
扶
養
手
当
＆
特
別
児
童
扶
養
手
当

児
童
扶
養
手
当
＆
特
別
児
童
扶
養
手
当

児
童
扶
養
手
当
＆
特
別
児
童
扶
養
手
当

児
童
扶
養
手
当
＆
特
別
児
童
扶
養
手
当

児
童
扶
養
手
当
＆
特
別
児
童
扶
養
手
当

児
童
扶
養
手
当
＆
特
別
児
童
扶
養
手
当

児
童
扶
養
手
当
＆
特
別
児
童
扶
養
手
当

児
童
扶
養
手
当
＆
特
別
児
童
扶
養
手
当

考考
え　え　
て　て　
み　み　
ま　ま　
せ　せ　
ん　ん　
か　か　

み　み　
ん　ん　
な　な　
の　の　
健健
康康

加
西
市
保
健
福
祉
推
進
協
議
会

お　
よ　
び　
加
西
市
健
康
増
進　
セ　
ン　
タ　
ー　

運
営
審
議
会
委
員
募
集
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７
月
28
日

（日）
に
加
西
市
民
会
館

文
化
ホ
ー
ル
で
映
画
会
「
ア
イ
・

ラ
ヴ
・
フ
レ
ン
ズ
」
を
上
映
し
ま

し
た
。
こ
の
日
は
、
と
て
も
暑
い

中
に
も
か
か
わ
ら
ず
１
日
の
合
計

入
場
者
数
６
５
０
人
と
た
く
さ
ん

の
お
客
様
に
来
て
い
た
だ
き
感
謝

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

ロ
ビ
ー
で
は
、
在
宅
重
度
障
害

授
産
事
業
の
「
す
み
れ
の
会
」
が

バ
ザ
ー
を
行
い
、
た
く
さ
ん
の
方

の
目
を
引
い
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

お
忙
し
い
中
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん

に
は
、
お
手
伝
い
と
し
て
来
て
頂

き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
こ
の
映
画
会
の
収
益
金
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
の
た
め
に
大

切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
し
ょ
う
。

救
命
技
能
を
維
持
向
上
す
る
た

め
に
、
ハ
ー
ト
to
ハ
ー
ト
講
習
会

を
受
講
し
て
か
ら
３
年
を
経
過
さ

れ
た
方
に
再
講
習
を
お
願
い
し
て

い
ま
し
た
が
、
４
月
１
日
の
改
正

に
伴
い
、
２
年
に
な
り
ま
し
た
。

問
合
先

加
西
市
消
防
本
部　
（
電

話
42
│
０
１
１
９
）　
警
防
課
救
急
係

ま
で
。

☆　
ハ　
ー　
ト　
to
ハ　
ー　
ト　
講
習
会

6
月　
の　
受
講
者

〔
新
規
受
講
者
　
　
　
2
0
8
名
〕　

▽
日
吉
・
宇
仁
・
在
田
校
区
女
性

セ
ミ
ナ
ー

52
名

▽
下
里
校
区
婦
人
防
火　
ク　
ラ　
ブ
27
名

▽
宇
仁
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

23
名
　

▽
北
条
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

93
名

▽
ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
イ
ー
ク

市
内
中
学
生

８
名

▽
一
般
受
講
者

５
名

澤
下
直
美
・
大
寺
由
里
子

多
田
淳
子
・
古
家
美
春

小
谷
　
望

〔
再
講
習
者
　
　
　
　
　
　
49
名
〕　

▽
日
吉
・
宇
仁
・
在
田
校
区
女
性

セ
ミ
ナ
ー

14
名

▽
下
里
校
区
婦
人
防
火　
ク　
ラ　
ブ
６
名

▽
宇
仁
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

25
名
　

▽
北
条
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

３
名

▽
一
般
受
講
者

１
名

山
本
智
絵

映映
画画
会　会　
「　「　
ア　ア　
イ　イ　
・　・　
ラ　ラ　
ヴ　ヴ　
・　・　
フ　フ　
レ　レ　
ン　ン　
ズ　ズ　
」　」　

愛　
の　
ボ　
ラ　
ン　
テ　
ィ　
ア

毎
年
、
９
月
９
日
を
『
救
急
の

日
』
と
し
、
こ
の
日
を
含
む
１
週

間
（
今
年
は
、
９
月
８
日

（日）
〜
９

月
14
日

（土）
）
を
「
救
急
医
療
週
間
」

と
定
め
、
救
急
の
仕
事
に
関
す
る

知
識
や
救
急
車
の
正
し
い
利
用
方

法
を
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
、
昭
和
57
年
に
定
め
ら
れ
ま

し
た
。

消
防
本
部
で
は
毎
年
、
救
急
医

療
週
間
中
に
色
々
な
行
事
を
開
催

し
て
い
ま
す
が
、
今
年
は
署
内
で

救
急
症
例
検
討
会
を
実
施
し
ま
す
。

日
頃
、
私
達
救
急
隊
は
さ
ま
ざ

ま
な
救
急
現
場
に
出
会
い
ま
す
。

そ
の
中
に
は
交
通
事
故
に
よ
り
車

内
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
い
る
ケ
ー

ス
や
、
労
災
事
故
に
よ
り
手
足
を

挟
ま
れ
て
い
る
等
、
救
出
に
時
間

を
要
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
急
病
の
患
者
が
救
急
搬
送
中

に
車
内
で
容
体
が
急
変
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
症
例
に
対
し
て
の

観
察
要
領
や
救
急
処
置
内
容
等
を

検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
救
急
隊

員
の
知
識
と
技
術
の
向
上
を
図
り
、

高
度
な
救
急
医
療
活
動
を
行
な
う

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

近
年
、
救
急
件
数
は
増
加
す
る

一
方
で
、
救
急
車
を
必
要
と
す
る

人
が
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

「
救
急
車
の
正
し
い
利
用
」
を
、

お
願
い
し
ま
す
。

消
防
本
部
で
は
、
毎
月
第
４
日

曜
日
（
午
前
９
時
〜
正
午
）
に

「
ハ
ー
ト
to
ハ
ー
ト
講
習
会
（
市
民

救
命
士
）」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
会
社
や
町
内
会
等
各
種

団
体
に
つ
い
て
は
、
第
４
日
曜
日

以
外
の
日
で
も
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
時
間
・
場
所
等
は
消
防
本
部

へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
４
月
１
日
よ
り
、
心
肺

蘇
生
法
が
一
部
改
正
に
な
り
ま
し

た
。
従
来
の
手
法
で
も
間
違
い
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
是
非
、
こ
の

機
会
に
新
し
い
応
急
手
当
を
覚
え

家
族
の
命
が
救
え
る

市
民
救
命
士
講
習
会

９
月
９
日
は

「
救
急
の
日
」

鋤
き
終
え
て
畦
に
腕
組
み
立
て
る
子
は

農
継
ぐ
意
思
の
よ
う
や
く
強
し

観
世
音
も
き
き
て
い
ま
さ
む
四
世
紀
経
て

本
堂
の
修
理
に
響
く
槌
音

開
き
た
る
口
い
っ
ぱ
い
を
声
に
し
て

母
呼
ぶ
ひ
な
の
羽
毛
あ
か
る
し

に
は
と
り
の
声
に
覚
む
れ
ば
ま
だ
暗
き

海
の
匂
ひ
が
部
屋
に
漂
う

影
二
つ
作
れ
る
畦
の
や
す
け
さ
よ

居
残
り
鴨
の
つ
が
い
が
並
ぶ

内
田
み
ゆ
き

太
田
　
克
子

大
谷
　
明
美

大
西
　
佳
子

岡
田
　
笑
子



Town Topics Town Topics Town Topics

英語指導助手のみなさん、お疲れさまでした

　加西市英語指導助手として

生きた英語の普及に活躍され

たオマール・カーリンさん（カ

ナダ、善防中で3年間）とオ

リビア・トワデルさん（ニュ

ージーランド・加西中で2年

間）の帰国に際し、感謝状を

贈呈しました。新しい英語指

導助手の方々は来月号でご紹

介します。

Town TopicsTown TopicsTown Topics
タウントピックスタウントピックス
まちの話題

タウントピックス…………………………まちの話題

　8月4日（日）、市民

会館文化ホールで市民

劇団おおきな木の10

周年記念公演「花火の

下で」が行われました。

おまつり気分を盛り上

げるストーリーに、最

後はたくさんの観客も

舞台に上がって踊る楽

しいステージとなりま

した。

―市民のみなさんに支えられて10周年―
市民劇団おおきな木が記念公演

―国際ソロプチミスト加西―
人にやさしい記載台を寄贈

　7月23日（火）、25日（木）、30日（火）の3回に

分けて、市内公私立15園の保育士180名を対象に、

防犯研修講座が行われました。研修では、県警本部教

養課や加西警察署の指導のもと、護身術や避難誘導を

学びました。

保育士防犯研修

　加西北条ライオンズクラブ

（上原宏明会長）は、同クラ

ブ35周年記念事業の一環とし

て、軍事政権のためODA等の

援助が受けられないミャンマ

ーに小学校を建設しようと、

松本興資前会長らが現地を訪

れ調印を行いました。建設資

金は約500万円で、ライオン

ズクラブ国際財団からも資金

提供を受けています。

　建設予定のイエベーテ小学

校は、児童が160名。来年3

月の校舎の完成を心待ちにし

ています。

―加西北条ライオンズクラブ―
ミャンマーの子ども達に小学校を

　7月27日（土）と28

日（日）の2日間、北条

鉄道が運行した「カブ

ト ム シ 列 車 」 に 約

450人のちびっこが

乗車。プレゼントのカ

ブトムシを大切に持って、

北条～粟生間の旅を楽

しみました。また、小

林桂さん（田原町）か

らいただいたスズムシ

も一緒に配られました。

カブトムシ列車 　7月13日（土）、西在田幼稚園で夏の暑さを吹き飛ばそうと

「げんきっこまつり」が開催されました。親子がペアになっ

てゲームをしたり、手作りのおみこしをみんなで担いで楽しみ

ました。

西在田幼稚園で「げんきっこまつり」

　7月23日（火）、国際ソロプチミスト加西（仲田

昭代会長）から住民票などの申請書を記入する

際に使う記載台2台をいただきました。この記載

台は、高さが約75cmで椅子付き、高齢者や車

椅子を利用される方にも使いやすく出来ています。

いたちごっこの落書きに、告発も辞さず！

　最近、公共施設への落書きが後を絶ちません。先日も丸山総合公園の休憩デッキに落

書き㈰が見つかり、消したところ㈪、すぐにまた新しい落書き㈫がされました。

　公共施設のみならず他人の財産に落書きするのは憎むべき「犯罪」です。市では今後、

告発も視野に入れ厳しく対応していきます。

㈰ ㈪ ㈫

　8月1日（木）から30日（金）

の間（土・日は除く）、市役

所1階ロビーで「追憶・鶉野

飛行場展」が開催されていま

す。同展は太平洋戦争中に旧

日本海軍が市内鶉野町に設け

た飛行訓練基地「鶉野飛行場」

の歴史を紹介。当時の写真等

を紹介するパネル20点の他

に同飛行場から飛び立ったと

される「天山一二型」と同型

のプロペラも展示しています。

語り継ごう戦争の悲惨さを
加西に残る戦争 ―鶉野飛行場展―

市議会議員さんもＩＴ

　7月30日（火）、これからの議員活動にITは

必須と、希望された12名の市議会議員の方々を

対象に、IT講習が行われました。インターネッ

トを使った情報収集などが今後の議員活動に活

かされます。
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☆心を耕す「愛の詩」☆

第3回「愛の詩」優秀賞 新井諒也さん（奈良県）

「本当の優しさ」

「自分でできることまでさせず甘やかすことは、優しさで

はなく特別扱いの差別です。」偶然「健常者と障害者がとも

に学ぶ学校」に、障害をもつ子と一緒に入学し、一緒に学

習し走り旅行し、一緒に卒業できました。相性がいいのか悪

いのか、彼女はいつも僕をほうきで殴ったり、絵の具をぬり

たくってくるから、僕も必ず倍のお礼をしました。当然先生

に叱られましたが、泣かした僕と同じくらい、先に手を出し

た彼女も先生は叱りました。障害を理由にした特別扱いが

ありません。「彼女は何も出来ないわけではないでしょう。

ハンデがあるということは、彼女の時間がみんなより少しゆ

っくり流れているだけです。それも『個性』です。友達の個

性や時間を大事にできることこそ、本当の優しさです。」

悲しいことですが、大阪に通学し始めて、駅で障害者に

対する心ない言葉を何度も耳にしました。それで、自分の

小学校が実は例外だったこと、障害者への偏見や差別意識

を持たないことがどれほど貴重な財産であるかに気づきまし

た。僕は今、母校と先生を心から誇りに思い感謝し、大切

に思っています。

偏見や差別意識は、遺伝ではなく子どものころ植え付け

られるのですね。日本中の子どもが僕達のように障害者と

過ごすことで人には様々な個性があり、そこに様々な時間

が流れていることを体験して学んでほしいです。

南
上
山
遺
跡　
は　
万
願
寺
川
西
岸　

の　
段
丘
上　
に　
立
地　
し　
て　
お　
り
、　
縄
文

時
代　
か　
ら　
室
町
時
代　
に　
か　
け　
て　
の　
複

合
集
落
遺
跡　
で　
す
。　
調
査　
で　
は　
鎌
倉

時
代　
〜　
室
町
時
代
頃　（
約
七
百
年
前
）　

の　
居
館
跡　
が　
見　
つ　
か　
り　
ま　
し　
た　
。　

居
館
跡　
は　
幅
六　
メ　
ー　
ト　
ル　
の　
濠　
が　

周
囲　
に　
巡　
る　
、　
南
北
百
二
十　
メ　
ー　
ト　

ル　
、　
東
西
八
十　
メ　
ー　
ト　
ル　
の　
方ほ

う

形け
い

区く

画か
く

の　
敷
地　
に　
建　
て　
ら　
れ　
て　
い　
た　
よ　
う　
で　

す
。　
敷
地
内　
で　
は　
掘
立
柱
建
物

ほ
っ
て
ば
し
ら
た
て
も
の

跡　
が　

あ　
り
、　
建
物
内　
に　
埋
甕　
（
大
き　
な　
甕　

を　
地
面　
に　
埋　
め　
込　
ん　
で　
据
え　
た　
施

設
）　
跡　
が　
七　
ヶ　
所　
ま　
と　
ま　
っ　
て　
見　
つ　
か　

り　
ま　
し　
た　
。　

埋
甕　
は　
貯

蔵
用
施
設　

と　
考
え　
ら　

れ　
ま　
す　
が　
、　

な　
に　
を　
貯

蔵　
し　
て　
い　
た　
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南
上
山

み　
な　
み　
う　
え　
や　
ま　

遺
跡
…
中
野
町

建
物
内　
に　
埋
甕

う
め
が
め

七
基
見　
つ　
か　
る

濠　ほり
で　
区
画　
さ　
れ　
た　
中
世　
の　
居
館

き
ょ
か
ん

跡

位置図

「
見　
て　
見　
て　
、　
こ　
ん　
な　

ん　
で　
き　
た　
。」　「　
い　
い　
の　
が　

出
来　
た　
ね　
。」　「　
お　
ば　
ち　
ゃ　
ん　
の　
、　
き　
れ　

い　
や　
な　
。　
ど　
う
し　
て　
作　
っ　
た　
の
？　
」　

こ　
れ　
は　
、　
開　
か　
れ　
た　
幼
稚
園　
づ　
く　

り　
を　
め　
ざ　
し　
て　
設　
け　
た　
月
２
回　
の　

『
自
由
参
加
』　
で　
の　
会
話　
で　
す
。　
今
年　

で　
３
年
目　
を　
迎
え　
、　
地
域　
の　
人
々　
が　

自
由　
に　
集　
ま　
り
園
児　
と　
楽　
し　
い　
ひ　
と　

と　
き　
を　
共
有　
す　
る　
『
自
由
参
加
』　
は　
、　

園
児　
の　
待　
ち　
遠　
し　
い　

時
間　
に　
な　
っ　
て　
い　
ま　

す
。　そ　

の　
日　
は　
、　
保
護

者　
だ　
け　
で　
な　
く
祖
父

母　
や　
地
域　
の　
方
々　
が　

全
員　
の　
園
児　
に　
関　
わ　

る　
た　
め　
、　
普
段　
の　
園

生
活　
で　
は　
見　
ら　
れ　
な　

い　
子
供　
た　
ち　
の　
姿　
を　

発
見　
す　
る　
こ　
と　
が　
で　

き　
ま　
す
。　
い　
つ　
も　
は　
恥　
ず　
か　
し　
が　
り　
や　

の　
子　
が　
進　
ん　
で　
友
達　
に　
話　
し　
か　
け　
た　

り
、　
制
作　
が　
苦
手　
で　
雑　
に　
な　
り　
が　
ち　

な　
子　
が　
丁
寧　
に　
取　
り
組　
ん　
だ　
り
、　
す　

ぐ　
に　
あ　
き　
ら　
め　
て　
し　
ま
う
子　
が　
何
度

も　
挑
戦　
す　
る　
な　
ど　
、　
今　
ま　
で　
に　
は　
な　

か　
っ　
た　
新　
た　
な　
子　
ど　
も　
の　
一
面　
が　
ど　

ん　
ど　
ん　
引
き　
出　
さ　
れ　
て　
い　
ま　
す
。　

加
え　
て　
、　
今
年　
か　
ら　
月
２
回　
の　

『
絵
本　
の　
日
』　
を　
設　
け　
ま　
し　
た　
。　
数

名　
の　
保
護
者　
の　
方
々　
か　
ら　
、　
園
児　
に　

楽　
し　
く
絵
本　
の　
読　
み　
聞　
か　
せ　
を　
し　
て　

い　
た　
だ　
い　
て　
い　
ま　
す
。　
季
節　
や　
行
事　
を　

考
慮　
し　
、　
臨
場
感
あ　
ふ　
れ　
る　
歌　
や　
Ｂ

Ｇ
Ｍ
を　
使　
っ　
た　
り
、　
英
語　
で　
の　
読　
み　

聞　
か　
せ　
を　
し　
た　
り　
さ　
れ　
る　
熱
心　
な　
保

護
者　
の　
方
々　
の　
パ　
ワ　
ー　
に　
、　
職
員
も　
良　

い　
刺
激　
を　
受　
け　
て　
い　
ま　
す
。　

ま　
た　
、　
園
児　
は　
地
域　
の　
方
々　
の　
協

力　
で　
、　
今
年
も　
大
好
き　
な　
泥
遊　
び　
を　

満
喫　
し　
ま　
し　
た　
。　
泥
田　
の　
一
角　
に　
は　

野
菜
作　
り　
の　
た　
め　
の　

「　
わ　
く　
わ　
く　
ラ　
ン　
ド　
」　

を　
設
け
、　
園
児　
は　
畑

作　
り　
の　
下
準
備　
に　
始　

ま　
り
、　
世
話　
の　
ア　
ド　

バ　
イ　
ス　
を　
受　
け　
な　
が　

ら　
今
年
も　
収
穫　
の　
楽　

し　
み　
を　
味　
わ　
い　
ま　

す
。　こ　

の　
よ　
う
な　
様
々　

な　
人　
た　
ち　
と　
の　
関　
わ　

り　
を　
通　
し　
た　
体
験　
か　
ら　
、　
生
命　
の　
大

切　
さ　
、　
苦
労　
や　
我
慢
強　
さ　
、　
愛　
す　
る　

こ　
と　
や　
思　
い　
や　
り　
の　
心　
が　
育　
ち　
、　
園

児　
に　
は　
生
き　
る　
力　
の　
基
礎　
が　
培　
わ　
れ　

る　
も　
の　
と　
思　
い　
ま　
す
。　
こ　
れ　
か　
ら　

も

″　幼
稚
園　
は　
楽　
し　
い
″
を　
目
指　
し　

て　
誰　
か　
ら　
も　
親　
し　
ま　
れ　
る　
よ　
う
な　
、　

親　
と　
子　
の　
育　
ち　
の　
場　
と　
な　
る　
幼
稚
園

教
育　
に　
取　
り
組　
ん　
で　
い　
き　
た　
い　
と　
考

え　
て　
い　
ま　
す
。　

親　
と
子　
の　
育　
ち　
の　
場　
と
な　
る　
幼
稚
園
教
育

加加
西西
市市
立立
日日
吉吉
幼幼
稚稚
園園

埋甕2

10
２００２年８月号（No.４５７）

か　
は　
不
明　
で　
す
。　
ま　
た　
、　
こ　
の　
甕　
を　

取　
り
除　
く　
と　
、　
下　
か　
ら　
古こ

銭せ
ん

が　
数
枚　

で　
て　
き　
ま　
し　
た　
。　
こ　
れ　
ら　
は　
埋
甕　
の　

繁
栄　
を　
願
う
祭さ

い

祀し

的　
な　
意
味
合　
い　
が　

あ　
る　
の　
か　
も　
し　
れ　
ま　
せ　
ん　
。

埋甕1



11
２００２年７月号（No.４５６）

加
西
病
院　
に　
は
３　
０　
１
床　
の　
ベ　
ッ　
ド　
が　
あ　

り
、　
多　
く　
の　
方
が　
入
院　
さ　
れ　
て　
い　
ま　
す
。　
医
師　

や　
看
護
師　
を　
は　
じ　
め　
、　
全　
て　
の　
職
員　
は　
患
者　

の　
み　
な　
さ　
ん　
の　
一
日
も　
早　
い　
回
復　
を　
願　
い　
、　
全

力　
を　
尽　
く　
し　
て　
お　
り　
ま　
す
。　
し　
か　
し　
、　
ど　
ん　

な　
に　
優　
れ　
た　
薬　
や　
最
先
端　
の　
治
療　
よ　
り
、　
家

族　
や　
友
人
・
知
人　
の　
存
在　
が　
、　
な　
に　
よ　
り
も　

大
き　
な　
心　
の　
支
え　
だ　
と　
考
え　
ま　
す
。　

多　
く　
の　
方　
が　
お　
見
舞　
い　
に　
来　
ら　
れ　
る　
よ　
う　

に　
、　
平
日　
は　
午
後
１
時　
か　
ら　
午
後
８
時　
ま　
で　
、　

土
日
祝
日　
は　
午
前
10
時　
か　
ら　
午
後
８
時　
ま　
で　

面
会　
し　
て　
い　
た　
だ　
け　
る　
よ　
う　
に　
い　
た　
し　
て　
お　
り　

ま　
す
。　
し　
か　
し　
、　
仕
事　
な　
ど　
の　
都
合
、　
あ　
る　
い　

は　
遠
方　
の　
た　
め　
、　
ど　
う
し　
て　
も　
お　
見
舞　
い　
に　
行　

く　
こ　
と　
が　
出
来　
な　
い　
方
も　
い　
ら　
っ　
し　
ゃ　
い　
ま　
す
。　

月 の

わ

が

家

の

健

康

メ

ニ

ュ

ー

今

結核は過去の病気と思われていますが、毎

年４万人以上の患者が生じている国内最大の

感染症です。

最近では、学校や職場で結核に免疫のない

若者を中心とした集団感染や、若い頃に結核

に感染した高齢者が、糖尿病などで免疫力が

低下したために、再び結核菌が活動し始め発

病するといったケースが増えています。

昔は「死の病」として恐れられていた結核

ですが、早期発見・早期治療により治る病気

となりました。しかし、結核に対し、無知・無

関心では今日でも命に関わる病気です。その

ため、結核の予防には、１人１人が結核に関

心をもち、正しく理解をすることが大切です。９

月の結核予防月間に向け、以下のことに気を

つけて、みんなで結核を予防していきましょう。

①定期的に検診を受けましょう。

結核の早期発見にはＸ線検査が最も有効で

す。必ず年に１回は健康診断を受けましょう。

②日ごろから健康に気を配り、発病しない体

をつくっておきましょう。

抵抗力をつけることで結核菌の活動は抑え

られます。栄養、運動、休息のバランスをしっ

かりとり、結核に負けない体をつくっていきまし

ょう。

③ＢＣＧを接種して免疫力をつけましょう。

ＢＣＧ接種は結核菌の感染を受ける前に菌

から体を守る力を強くして、重症化を防ぐため

のワクチンです。特に体の抵抗力が弱い乳幼

児期での接種は重要です。

④２週間以上咳が続く場合は必ず受診しましょう。

結核の初期症状は風邪に似ています。咳、

痰が続いても風邪だと思って放置せず、受診

をして重症化を防ぎましょう。

知って防ごう結核!!
～9月は結核予防月間です～

お　
見
舞　
い　
メ　
ー　
ル　
を

ご　
利
用
く　
だ　
さ　
い

そ
う　
い　
っ　
た　
方　
は　
、　
お　
見
舞　
い　
メ　
ー　
ル　
を　
利
用　
さ　

れ　
て　
は　
い　
か　
が　
で　
し　
ょ　
う
か　
。　

加
西
病
院　
で　
は　
、　
７
月　
か　
ら　
「　
お　
見
舞　
い　
メ　

ー　
ル　
」　
サ　
ー　
ビ　
ス　
を　
始　
め　
ま　
し　
た　
。　
お　
見
舞　
い　

メ　
ー　
ル　
は　
、　
電
子　
メ　
ー　
ル　
で　
い　
た　
だ　
い　
た　
入
院
患

者　
の　
み　
な　
さ　
ん　
へ　
の　
メ　
ッ　
セ　
ー　
ジ　
を　
、　
印
刷　
し　
て　

お　
渡　
し　
す　
る　
サ　
ー　
ビ　
ス　
で　
す
。　

事
務
局　
で　
毎
朝
８
時
30
分　
に　
着
信　
メ　
ー　
ル　

を　
確
認　
し　
て　
、　
届　
い　
て　
い　
る　
お　
見
舞　
い　
メ　
ー　
ル　
を　
、　

そ　
の　
日　
の　
午
前
中　
に　
お　
渡　
し　
し　
て　
い　
ま　
す
。

お　
見
舞　
い　
メ　
ー　
ル　
は　
、　
加
西
病
院　
の　
ホ　
ー　
ム　
ペ　

ー　
ジ　
か　
ら　
送
信　
す　
る　
こ　
と　
が　
で　
き　
ま　
す
。　ま　
た　
、　

手
軽　
に　
携
帯
電
話　
か　
ら　
で　
も　
、　

あ　
て　
に　
メ　
ー　
ル　
送
信　
い　
た　
だ　
け　
れ　
ば　
取　
り　
次
ぎ

が　
可
能　
で　
す
。　
そ　
の　
際　
に　
は　
①
入
院　
さ　
れ　
て　
い　
る　
方　

の　
お　
名
前
②
病
室　
ま　
た　
は　
病
棟　
（
分　
か　
ら　
な　
け　
れ　

ば　
結
構　
で　
す
）　
③　
メ　
ー　
ル　
差
出
人　
の　
方　
の　
お　
名
前
④　

ご　
住
所　
（
市
町
村　
だ　
け　
で　
結
構　
で　
す
）　
⑤　
メ　
ッ　
セ　
ー　

ジ　
を　
ご　
記
入　
く　
だ　
さ　
い　
。　

私　
た　
ち　

は　
、　
少　
し　
で　

も　
入
院　
さ　
れ　

て　
い　
る　
み　
な　

さ　
ん　
の　
、　
心　

の　
支
え　
の　
お　

手
伝　
い　
を　
し　

て　
い　
き　
た　
い　

と　
考
え　
ま　

す
。　
お　
見
舞　

い　
メ　
ー　
ル　
を　
、　

ぜ　
ひ　
ご　
利
用　

く　
だ　
さ　
い　
。

（加西市歯科衛生士会）

虫歯も生活習慣病？

虫歯は細菌による感染症ですが、「生活

習慣病」とも呼ばれています。間食の回数

や清涼飲料水などの酸性飲料を飲む頻度、

歯磨き習慣等が関係するからです。ダラダ

ラ飲食や寝る前の飲食は控え、必ず歯磨

きをしてから寝る習慣を心がけましょう。

11
２００２年８月号（No.４５７）

市立加西病院

事務局

〈作り方（2人分）〉

①玉ねぎのみじん切り（1 / 3個）を炒め、鶏ミンチ

（150g）、ニラのみじん切り（1/3束）、卵（1個）、

こしょう、タバスコあるいはラー油（適量）を合

わせ練り混ぜる。

②なす（4個）は５～８m m巾の斜め切りにして、

水にさらし、水気をふき①の材料を適宜はさむ。

③耐熱皿に油を塗り、なすを並べ、2 20℃で1 5分程度焼く。途

中10分ぐらいでミックスチーズ（100g）をのせ、さらに焼く。

④トマト（1個）は皮をむき１c m角に切り、タバスコ又はラー油を

混ぜソースとして使う。

〈シェフから一言〉

ソースもなすのはさみ焼きも香辛料、チ
ーズ等で減塩でもとてもおいしく仕上が
ります。

ホームページ
http://www.hospital.kasai.hyogo.jp
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２００２年８月号（No.４５７）

世
界
25
ヶ
国
で
翻
訳
さ
れ
１
２

０
０
万
冊
以
上
の
本
が
世
界
で
親

し
ま
れ
て
い
る
エ
リ
ッ
ク
･
カ
ー

ル
の
作
品
を
、
カ
ナ
ダ
か
ら
や
っ

て
き
た
ユ
ニ
ー
ク
な
ブ
ラ
ッ
ク
ラ

イ
ト
人
形
劇　
で　
お　
楽　
し　
み　
く　
だ　
さ　
い　
。　

日
　
時

９
月
25
日

（水）午
後
６
時
〜

場
　
所

市
民
会
館
文
化
ホ
ー
ル

チ　
ケ　
ッ　
ト　
販
売

９
月
３
日

（火）
か

ら
市
民
会
館
ま
た
は
加
西
お
や
こ

劇
場
（
電
話
43
│
０
８
３
０
）

料
　
金

一
般
　
２，　
０
０
０
円

４
歳
〜
高
校
生
　
１，　
５
０
０
円

※
当
日
各
５
０
０
円
増

問
合
先

市
民
会
館

（
電
話
43
│
０
１
６
０
）

エ　
リ　
ッ　
ク
・
カ　
ー　
ル　
の

は　
ら　
ぺ　
こ　
あ　
お　
む　
し　
＆　

だ　
ん　
ま　
り　
こ　
お　
ろ　
ぎ

開
催
時
期

10
月
か
ら
２
月
ま
で

対
　
象

20
歳
以
上

内
　
容

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作

・
文
書
作
成
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
利
用
・
電
子
メ
ー
ル
の
送
信

受
講
時
間

１
コ
ー
ス
12
時
間

（
３
時
間
×
４
回
）

※
必
ず
同
一
コ
ー
ス
内
で
４
回
継

続
し
て
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

費
　
用

１，　
０
０
０
円
と
テ
キ
ス

ト
代 余

暇　
を　
利
用　
し　
て　
、　

善
防　
パ　
ソ　
コ　
ン　
講
座　
に　

参
加　
し　
て　
み　
ま　
せ　
ん　
か

定
　
員

20
名

申
込
・
問
合
先

各
コ
ー
ス
初
回

開
催
日
の
10
日
前
ま
で
に
コ
ー
ス

番
号
・
氏
名
・
住
所
・
年
齢
・
電

話
番
号
を
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。（
先
着
順
受
付
で
、

受
講
さ
れ
る
方
に
は
開
催
日
の
１

週
間
前
ま
で
に
受
講
案
内
を
送
付

し
ま
す
。）（
電
話
48
│
２
６
４
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
48
│
３
０
８
５
）

「
自
然
・
匠
・
交
流
」
を
テ
ー
マ

に
、
北
播
磨
４
市
８
町
の
多
彩
な

魅
力
が
体
験
で
き
ま
す
。「
播
州
加

西
あ
ば
れ
太
鼓
」「
播
州
伊
勢
音
頭

振
興
会
」
も
出
演
。

日
　
程

９
月
14
日

（土）
〜
16
日

（月）

場
　
所

ひ
ま
わ
り
の
丘
公
園

（
小
野
市
）

内
　
容

・
郷
土
伝
統
芸
能
・
ア

マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
・
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
シ
ョ
ー
・
特
産
品
の
販
売
・
匠

の
技
体
験
・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
・
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
乗
車
会
・
動
物
と

の
ふ
れ
あ
い
・
ス
ト
リ
ー
ト
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス

問
合
先

北
播
磨
21
世
紀
記
念
事

業
推
進
協
議
会
事
務
局

（
電
話
０
７
９
４
│
63
│
１
４
０
４
）

北
播
磨
の
魅
力
を
発
信

ハ　
ー　
ト　
ラ　
ン　
ド　
フ　
ェ　
ス　
タ

２
０
０
２

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
等
が

改
正
さ
れ
、
10
月
１
日
以
降
に
工

事
に
着
手
す
る
施
設
に
つ
い
て
は

改
正
条
例
及
び
施
行
規
則
が
適
用

さ
れ
ま
す
。

主
な
改
正
内
容

○
用
途
面
積
１
０
０
㎡
未
満
の
店

舗
等
に
つ
い
て
、
高
齢
者
や
障
害

者
が
安
全
・
快
適
に
利
用
で
き
る

よ
う
整
備
基
準
を
制
定
。（
新
・
改

築
す
る
際
、
市
町
へ
の
届
出
が
必

要
に
な
り
ま
す
。）

○
こ
れ
ま
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

た
施
設
に
加
え
、
用
途
面
積
１
０

０
㎡
以
上
の
あ
ん
ま
、
マ
ッ
サ
ー

ジ
等
を
行
う
施
術
所
、
用
途
面
積

１
０
０
㎡
未
満
の
診
療
所
を
新
・

改
築
す
る
際
、
ス
ロ
ー
プ
や
手
す

り
の
設
置
等
を
義
務
化
。

○
学
校
や
３
階
以
上
か
つ
21
戸
以

上
の
共
同
住
宅
を
新
・
改
築
す
る

際
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
を
義

務
化
。

問
合
先

市
役
所
社
会
福
祉
課

（
電
話
42
│
８
７
２
５
）
ま
た
は
、

兵
庫
県
県
土
整
備
部
ま
ち
づ
く
り

課
（
電
話
０
７
８
│
３
６
２
│
４
２

９
８
）

―
も　
っ　
と　
や　
さ　
し　
い　
街　
へ
―

福
祉　
の　
ま　
ち　
づ　
く　
り　

条
例　
が　
改
正

12下水道の使える区域では一日も早く水洗化を! ※水洗化工事のご相談は排水設備指定工事店で。
問合先 上下水道部（電話42-8760・8761）

「健康食品の販売組織に加入し、1口3 0万円を出

資すれば売上金を配当できるので一年で倍になる。」と

言われ、2口投資した。初回の配当金を受け取ったの

で、信用していたのに、その後は配当金の支払いもな

く、最近は会社への連絡もつかなくなった。

はじめは少額の取引で配当金を出して信用させ、

その後多額の投資をさせる「出資金投資商法」です。

現在の預貯金金利を考えると、1年で倍もの配当を

出せる事業が安定して継続されるとは考えられません。

1～2回の配当で業者を信用して次の投資をするのは

大変危険です。

突然業者と連絡がとれなくなると、支払ったお金を取

り戻すことは困難です。巧妙な誘いにまどわされること

なく、冷静に考えて判断しましょう。

■消費生活相談窓口（毎週火曜日午前9時

～午後4時、市役所2階　電話42-8739）

消費生活相談Q&A 高配当をうたって勧誘する投資商法に注意!

ハナサク

Ｑ

Ａ

再生修理会
日　時 ９月２日（月）

午前９時～午後４時

受　付 午前９時～12時

場　所 兵庫みらい農協下里支店

対　象 包丁、ハサミ、靴、洋傘等

問合先 くらしと生活を守る会

事務局（電話42-８７３１）

募集コース一覧表（講習時間帯　午前9：00～12：00 夜6：30～9：30）

コース
番　号

1 毎（土）午前 10月 5（土） 12（土） 19（土） 26（土）

毎（木） 夜 11月 7（木） 14（木） 21（木） 28（木）

毎（木） 夜 12月 5（木） 12（木） 19（木） 26（木）

毎（木） 夜 1月 9（木） 16（木） 23（木） 30（木）

毎（土）午前 2月 1（土） 8（土） 15（土） 22（土）

2

3

4

5

タイプ 月
開催日・時間帯

第1回目 第2回目 第3回目 第4回目



〔おはなし会〕9月14日（土）（午後2時から30分程度）

〔休館日〕月曜日・8月20日（火）・9月15日（日）

交通の妨げになる道路にはみ出した草木を、所有者は刈り取りましょう。

休休 日日 のの おお 医医 者者 ささ んん

8月 18日（日） 坂部整形外科 （北条町・電話43-１４４４）

25日（日） さたけ小児科 （北条町・電話43-１７１７）

9月 1日（日） 大杉内科医院 （別府町・電話47-００２３）

8日（日） 荒木医院 （北条町・電話43-９７１１）

15日（日） みのりクリニック （下宮木町・電話49-８４７０）

16日（月） つつみ神経内科 （野上町・電話45-２０５０）

22日（日） おりた外科胃腸科医院 （北条町・電話42-６０００）

23日（月） 西村医院 （中野町・電話49-０００１）

※変更になることがありますので、お確かめください。

■特設人権相談（人権・不動産登記・相続・離婚問題など）

９月３日（火）午後１時30分～午後３時30分　市民会館１階会議室

■行政相談（国・県・市・公社など、行政への苦情、意見）

９月３日（火）午後１時30分～午後３時30分　市民会館１階会議室

■人権擁護委員による人権相談所（神戸地方法務局社支局）

毎週木曜日（休日を除く）午前９時～午後４時

■心配ごと相談（心配ごと・生活・福祉などに関する相談）

９月５日（木）健康福祉会館

９月12日（木）農村環境改善センター

９月19日（木）北部公民館

■法律相談

９月26日（木）健康福祉会館　受付は午前９時30分～正午

■市民相談 月～金曜日午前８時30分～午後４時　市役所市民相談室

■消費者相談（商品に対する苦情、訪問販売のトラブル等）

毎週火曜日午前９時～午後４時　市役所２階環境対策室

■教育相談 月～金曜日午前８時30分～午後５時　教育研修所

相相 談談

わたしの夢
北条東小学校６年

高　橋　優　香さん

このコーナーに掲載を希望さ
れる方は、写真とメッセージを〒
6 7 5 - 2 3 9 5 加西市役所秘書広
報課まで（電話42-8701）

乳乳 幼幼 児児 健健 診診

■2カ月児（先天性股関節脱臼）検診…毎月第4火曜日 （受付時間）

平成14年６月生れの乳児 ８月27日（火） 午後１時～２時

《平成14年７月生れの乳児 ９月24日（火）》

■4カ月児健診…毎月第1水曜日

平成14年４月生れの乳児 ９月４日（水） 午後１時～２時

《平成14年５月生れの乳児 10月２日（水）》

■1歳6カ月児健康診査…毎月第2火曜日

平成13年３月生れの幼児 ９月10日（火） 午後１時～２時

《平成13年４月生れの幼児 10月８日（火）》

■3歳児健康診査…毎月第3火曜日

平成11年７月生れの幼児 ９月17日（火） 午後１時～２時

《平成11年８月生れの幼児 10月15日（火）》

■乳幼児保健相談…毎月第2水曜日

希望者 ９月11日（水） 午後１時～２時

《10月９日（水）》

■離乳食講習会…毎月第2水曜日

希望者　３～６カ月児の保護者 10月９日（水） 午後１時～１時30分

７～８カ月児の保護者 ９月11日（水） 午後１時～１時30分

■妊婦教室と母子手帳の交付…毎月第2木曜日

９月12日（木） 午前９時～９時30分

《10月10日（木）》 講習は２時間程度

※印かん・筆記用具を持参ください。

（特に記入のないものは健康増進センターで行います。）

★お子さまの体調等でご都合の悪い方は、翌月の指定日にお越し下さい。

★健診、相談には、母子健康手帳をご持参下さい。

★問合先 健康長寿課（電話42-８７２３）

〈ママの一言〉

元気一杯のおてんば姫。笑

顔も一杯で大らかに、愛らしく。

パパ・好志さん
ママ・陽子さん

新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書
黒喜劇 （阿刀田　高著）
斬られ権佐 （宇江佐真理著）
子盗り （海月ルイ著）
走馬灯の夜 （寒川猫持著）
追跡者 （菊地秀行著）
妖　恋 （北原亜以子著）
狐　闇 （北森　鴻著）
平成三十年 （堺屋太一著）
霧の中 （佐川一政著）
家族善哉 （島村洋子著）

ゴッホ殺人事件（高橋克彦著）
君が代は千代に八千代に

（高橋源一郎著）
本能寺の変 （津本　陽著）
疾走の志士高杉晋作

（童門冬二著）
水の時計 （初野　晴著）
猫道楽 （長野まゆみ著）
冬のアゼリア （西木正明著）
あくじゃれ瓢六 （諸田玲子著）

市市立立図図書書館館だだよよりり
※ほんの一部です。

パパパパ・・ママママククララブブ
妊娠８ヵ月以降のママとパパ　10月19日（土）午前９時30分～10時
妊娠５～６ヵ月のママとパパ　11月23日（土）午前９時30分～10時

問合先 健康長寿課（電話42-8723）

★電話でご予約の上、参加下さい。

13
２００２年８月号（No.４５７）

高見知
ち

花
か

ちゃん（段下）

1歳8カ月

時間はいずれも

午後１時30分～午後４時｝

学校の先生になりたい！

生徒が、じゅくに行かなくても勉強がついていけるよ

うに、教えてあげたいです。百点をテストのときにいっ

ぱい書きたいです。

良いことをしたらいっぱいいっぱいほめてあげたいで

す。ダメなことは、ダメと言ってあげたいです。いろい

ろな子と友達になって遊びたいです。

みんなが楽しくなるような授業がしたいです。



14

８
月
５
日
か
ら
の
住
基
ネ
ッ
ト

稼
動
に
伴
い
、
皆
さ
ま
の
ご
家
庭

に
住
民
票
コ
ー
ド
通
知
票
を
送
付

し
ま
し
た
。
こ
の
コ
ー
ド
番
号
は

重
要
な
個
人
情
報
で
、
今
後
、
国

な
ど
の
行
政
機
関
へ
の
届
出
・
申

請
の
際
に
必
要
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、
通
知
票
の
送
付
に
は
、

市
内
各
郵
便
局
と
連
携
を
図
り
、

細
心
の
注
意
を
払
っ
て
い
ま
す
。

郵
便
局
か
ら
の
返
戻
分
は
、
市
で

保
管
し
て
い
ま
す
の
で
、
通
知
票

が
お
手
元
に
届
い
て
い
な
い
場
合

は
、
市
民
課
（
電
話
42
│
８
７
２
０
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
斎
場
火
葬
炉　
３　
基　
の　
操
作
制
御

盤　
の　
更
新
工
事　
を　
順
次
行　
い　
ま　
す　
の　

で　
、　
１　
日　
２　
基　
の　
稼
動　
と　
な　
り　
ま　
す
。

９
月
１
日

（日）
〜
20
日

（金）
の
20
日

間
は
、
１
日
３
件
（
午
前
11
時
１

市
斎
場

火
葬
受
付
時
間
の
変
更

も　
う　
届　
き　
ま　
し　
た　
か　

住
民
票　
コ　
ー　
ド　
通
知
表

下
水
道
工
事
の
た
め
、
次
の
と

お
り
通
行
止
め
を
行
い
ま
す
の
で

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

場
　
所

県
道
滝
野
市
川
線

和
泉
東
交
差
点
〜
日
吉
駐
在
所
前

日
　
時

規
制
時
間
は
９
時
〜
17
時

８
月
19
日

（月）
〜
９
月
10
日

（火）

規
制
対
象

車
両
全
般

開
放
日
時

休
祭
日
及
び
規
制
時

間
帯
外

問
合
先

上
下
水
道
部
集
落
下
水

道
課
（
電
話
42
│
８
７
６
１
）

応
募
資
格

・
一
般
の
部

高
校
生
以
上
で
あ

れ
ば
市
内
外
を
問
い
ま
せ
ん
。

・
ジ
ュ
ニ
ア
の
部

市
内
在
住
の

小
学
生
・
中
学
生

部
　
門

俳
句
・
短
歌
・
川
柳
・

一
行
詩
・
エ
ッ
セ
ー
（
一
行
詩
・

エ
ッ
セ
ー
は
一
般
の
部
の
み
）

出
品
点
数

１
人
２
点
以
内
（
自

作
で
未
発
表
の
も
の
）

応
募
方
法

ハ
ガ
キ
（
エ
ッ
セ
ー

は
４
０
０
字
づ
め
原
稿
用
紙
）
に
、

住
所
・
氏
名
・
部
門
・
作
品
を
楷

第
36
回
加
西
市
文
化
祭

│
文
芸
展
│
作
品
募
集

県
道
滝
野
市
川
線
の

全
面
通
行
止
め

美しい環境を守るため、空き地や休耕田の草刈りをしましょう。

書
（
難
解
な
漢
字
に
は
ル
ビ
も
）

で
記
入
し
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

締
切
り

９
月
９
日

（月）
必
着

申
込
先

教
育
委
員
会
生
涯
学
習

課
（
電
話
42
│
８
７
７
５
）

日
　
時

９
月
９
日

（月）

10
時
30
分
〜

場
　
所

健
康
福
祉
会
館
ホ
ー
ル

対
　
象

昭
和
12
年
12
月
31
日
以

前
に
生
ま
れ
た
市
内
在
住
の
一
人

暮
ら
し
の
方

参
加
費

５
０
０
円
（
当
日
）

内
　
容

播
州
歌
舞
伎
・
腹
話

術
・
マ
ジ
ッ
ク
・
健
康
体
操

問
合
・
申
込
先

社
会
福
祉
協
議
会

地
域
福
祉
係
（
電
話
43
│
１
２
８
１
）

日
　
時

９
月
８
日

（日）

午
後
１
時
〜

場
　
所

市
民
会
館
小
ホ
ー
ル

テ
ー
マ
「
歯
科
材
料
の
身
体
に
与

え
る
影
響
」

講
　
師

藤
井
佳
朗
氏（

歯
学
博
士
）

問
合
先

環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
・
兵
庫
Ｃ

Ｗ
Ｗ
Ｉ
兵
庫（
電
話
44
│
０
８
０
１
）

人
と
自
然
の
た
め
の

講
演
会

ひ
と
り
暮
ら
し

老
人
の
つ
ど
い

件
、
午
後
２
時
30
分
２
件
）
の
み

の
受
付
と
な
り
ま
す
。

１　
日　
の　
申
込　
み　
が　
４　
件
以
上　
の　
場

合　
は　
、　
市
外　
の　
斎
場　
を　
利
用　
し　
て　
い　

た　
だ　
く　
こ　
と　
に　
な　
り　
ま　
す
。　
な　
お　
、　

市
外　
の　
斎
場　
を　
利
用　
さ　
れ　
た　
市
民　
の　

方　
に　
は　
、　
市　
が　
火
葬
料
金　
の　
差
額　
を　

負
担　
し　
ま　
す　
の　
で　
、　
領
収
書　
を　
添
え　

て　
申
請　
し　
て　
く　
だ　
さ　
い　
。　
ご　
迷
惑　
を　

お　
か　
け　
し　
ま　
す　
が　
、　
ご　
理
解　
と　
ご　
協

力　
を　
お　
願　
い　
し　
ま　
す
。

問
合
・
申
請
先

環
境
課
施
設
係

（
電
話
42
│
８
７
３
０
）

試
験
日

11
月
24
日

（日）

試
験
会
場

流
通
科
学
大
学
・
姫

路
獨
協
大
学

申
込
書
配
布

９
月
17
日

（火）
〜
９

月
30
日

（月）
（
土
、　
日
、　
祝
日　
を　
除　
く
）

上
下
水
道
部
管
理
課
下
水
業
務
係

受
付
期
間

９
月
24
日

（火）
〜
９
月

30
日

（月）
（
土
、　
日
、　
祝
日
を
除
く
）

受
験
資
格

試
験
実
施
日
に
お
い

て
満
20
歳
以
上
で
一
定
の
要
件
を

満
た
す
方

受
験
講
習

10
月
下
旬
〜
11
月
上

旬
実
施
予
定

申
込
・
問
合
先

上
下
水
道
部
管
理

課
下
水
業
務
係　
（
電
話
42
│
８
７
６
２
）

下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
試
験　
に　
つ　
い　
て

２００２年８月号（No.４５７）

障障害害者者雇雇用用促促進進月月間間でですす
企業における障害者雇用率1 . 8％と義務付けら

れています。（官公庁は2.1％）

・9月1 2日（木）～1 9日（木）ジャスコ社店2階ホー

ルで加西養護学校等の生徒の皆さんによる作品

展が行われます。

9月は
市県民税・国民健康保険税・介護保険料（普通徴収）

第2期分及び個人事業税（第1期分）の納期限は

99月22日（月）です。
納期内完納にご協力お願いします。

◆問合先 税務課（電話42-８７１２）
個人事業税は社県税事務所（北播磨県民局内）
直税課（電話０７９５-42-９３３９）

平成14年度



市内で造った製品を市内で買いましょう。15

お く や み

藤井　重義 88 豊 吸　谷

村山　護脩 85 黒田修身 下芥田

長岡ふみ子 87 達 第二サルビア荘

木村　俊彦 54 謙　一 吸　谷

三宅　勇次 84 芳　廣 中　野

木村　忠美 67 裕　司 栗　田

常峰　好一 71 正　勝 小印南

能瀬佐津子 56 文　昭 上　野

中井きみ江 91 昭　雄 東横田

松本　十一 87 昌　久 山下東

釜坂まつゑ 93 彰 鶉野中

堀井とよの 84 隆　司 網　引

安積まさの 93 正　弘 西剣坂

藤原　かじ 83 井上光男 網　引

吉田とみゑ 95 克　己 栄

楠田　卓美 52 節　治 佐　谷

西藤　きよ 89 和　彦 東野田

高橋　文治 73 秀　司 西高室

石野　榮一 77 一　男 中西北

菅野　又次 82 豊 桑原田

織田　義隆 69 浩　司 島

大塚　　實 76 理 下万願寺

小田ひさゑ 87 忠　由 横　尾

奥隅　　覺 72 栄　明 山下東

飯尾まちゑ 70 玉田時夫 加西の里

松本　春男 61 英　樹 野　条

垣内　正積 64 康　子 古坂３丁目

西村　竹夫 80 浩 西　長

西脇ゆわの 87 勝　美 山　枝

岩崎八重子 75 小林敏之 東野田

内橋　源治 82 義　廣 田　谷

藤原よう子 65 士　郎 上　野

水谷　仁哉 8 雄　三 笠　屋

市長及び市議会は弔電を自粛しており
ます。ご冥福をお祈りいたします。

（７月31日受付分まで・敬称略）

・
制
動
灯
、
方
向
指
示
器
等
に
定

め
ら
れ
た
色
以
外
の
使
用

・
運
転
者
席
及
び
助
手
席
の
窓
ガ

ラ
ス
へ
の
着
色　
フ　
ィ　
ル　
ム　
の　
貼
付

・
マ
フ
ラ
ー
の
切
断
取
外
し

・
タ
イ
ヤ
お
よ
び
ホ
イ
ー
ル
の
車

体
外
へ
の
は
み
出
し
等

日
　
時

９
月
14
日

（土）
午
後
２
時

〜
15
日

（日）
午
前
11
時
30
分

場
　
所

オ
ー
ク
タ
ウ
ン
加
西

内
　
容

キ
ャ
ン
プ
、
野
外
料
理
、

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
、
ダ
ッ
チ

オ
ー
ブ
ン
講
習
会

参
加
対
象
者

高
校
生
以
上

参
加
費

２，　
０
０
０
円

（
高
校
生
１，　
０
０
０
円
）

定
　
員

30
名

申
込
方
法

９　
月　
６　
日

（　金　）　
ま　
で　
に　
、

来　
る　
な　
ら　
来　
い　
!

マ　
ラ　
ソ　
ン　
フ　
ァ　
イ　
ヤ　
ー

死亡者 年齢 喪主 町名

加西市への寄付

○（株）アリアンヌ製靴

代表取締役社長 大場八重子 97万6000円

（市立下里小学校マリアンヌ文庫図書充実寄付金として）

社会福祉協議会（善意銀行）への寄付

一般預託

○匿名 1万円

指定預託

☆加西ボランティア協会へ

○本町 竹本幸夫 1万5000円

○美心 2万円

○匿名（Ｙ．Ｙ） 3万円

○匿名 2万円

○匿名 2万円

○株式会社本陣 1万1570円善意の花束

２００２年８月号（No.４５７）

（受付順　敬称略）

社
健
康
福
祉
事
務
所
で
は
、
事

務
所
移
転
の
た
め
一
時
休
止
し
て

お
り
ま
し
た
骨
髄
提
供
希
望
者
の

登
録
受
付
を
再
開
し
ま
す
。
白
血

病
等
の
血
液
難
病
治
療
に
有
効
な

骨
髄
移
植
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

受
付
日
時

毎
月
第
１
金
曜
日
の

午
後
１
時
〜
２
時
（
要
電
話
予
約
）

問
合
先

社
健
康
福
祉
事
務
所
薬

務
・
生
活
衛
生
課
（
電
話
０
７
９

５
│
42
│
９
３
７
２
）

不
正
改
造
は
、
道
路
交
通
の
秩

序
を
乱
し
、
環
境
悪
化
を
助
長
し
、

交
通
事
故
を
誘
発
し
ま
す
。

主
な
不
正
改
造

不
正
改
造
車　
の　
排
除　
を

骨
髄
移
植　
に　
ご　
協
力　
を

郵
便　
か　
Ｆ　
Ａ　
Ｘ　
で　
〒　
６　
７　
３　
│　
１　
４　
３　

１　
加
東
郡
社
町
社
字
西
柿　
１　
０　
７　
５　

│　
２　

北
播
磨
青
少
年
本
部
交
流　
サ　
ロ　

ン　
事
務
局　
（
電
話
０　
７　
９　
５　
│
42
│
９　
３　
５　
２　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０　
７　
９　
５　
│
42
│
７　
１　
０　
３　
）　
ま　
で　
。　

話
し
方
の
専
門
家
を
講
師
に
招

き
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
朗
読

の
技
術
向
上
を
目
指
し
、
図
書
館

等
で
の
活
動
を
目
指
す
絵
本
読
み

聞
か
せ
講
座
を
実
施
し
ま
す
。

募
集
人
員

定
員
　
30
名

対
象
者

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
に

関
心
が
あ
る
方
、
ま　
た　
は　
ボ　
ラ　
ン　
テ　

ィ　
ア　
と　
し　
て　
活
動　
を　
希
望　
す　
る　
方
。　

会
　
場

健
康
福
祉
会
館

日
　
程

10
月
４
日

（金）
・
11
月
１

日
（金）

・
12
月
６
日

（金）
３
回
コ
ー
ス

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

絵
本
講
座
開
催

受
講
料

無
料

講
　
師

芦あ
し

田だ

悦え
つ

子こ

先
生

問
合
・
申
込
先

教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課（
電
話
42
│
８
７
７
２
）

2
等
陸
海
空
士

18
歳
〜
27
歳
未
満
の
男
女

一
般
曹
候
補
学
生

高
卒
（
見
込
）
〜
24
歳
未
満
の
男
女

曹
候
補
士

高
卒
（
見
込
）
〜
27
歳
未
満
の
男
女

航
空
学
生

高
卒
（
見
込
）
〜
21
歳
未
満
の
男
女

防
衛
大
学
生
（
推
薦
）

高
卒
（
見
込
）
〜
21
歳
未
満
の
男
女

受
付
期
間

９
月
６
日

（金）
ま
で
※

防
衛
大
学
生
は
９
月
５
日

（木）
〜
９

日
（月）

詳
細
は
、
青
野
原
分
駐
所

（
電
話
０
７
９
４
│
66
│
７
９
５
９
）

防
衛
庁
学
生

自
衛
官
募
集※市外で死亡届を提出された方で「お悔や

み」に掲載を希望される方は秘書広報課
（電話42-8701）までご連絡ください。



16■広報かさいは、資源保護のため100％再生紙を使用しています。

H14.7.31現在（前月比）
人　口／ 51,796（－3） 世帯数／ 16,176（＋15）

男　／ 25,088（－7） 女　／ 26,708（＋ 4）

KASAIデータバンク

ホームページ http://www.city.kasai.hyogo. jp

２００２年８月号（No.４５７）

�

敬老事業の一環として、市では9月中、健康福祉会館において劇団　春一番（玉樹浩司座長）による芝居公

演（入場無料）を行います。また、65歳以上の方は、風呂の利用も無料です。ぜひ会館へお越しください。

☆芝居公演日（入場無料）

9月1日・3日～8日・10日～14日・

17日～22日・24日～29日

時間　午前10時30分～午後3時

（昼休憩有り）

☆風呂無料日（65歳以上の方のみ）

時間　午前10時～午後6時30分

☆送迎バス（要予約）

市内老人クラブ会員等10名以上の団

体は、マイクロバスで送迎します。

☆申込先 社会福祉協議会　総務課（電話42-8888）

☆事業の問合先 市役所　健康長寿課（電話42-8728）

－元気で長生き－ 長寿番付を作成
社会福祉協議会では、市内の9 0歳以上の方を

お祝いして、長寿番付を作成しました。（配布は8 8

歳以上の方）

問合先 社会福祉協議会 地域福祉係（電話43-１２８１）

老人クラブバザーにご協力を!
日　時 ９月３・４・７・８・13・14・20・21・25・26日

午前10時～午後４時

場　所 健康福祉会館　ホール入口

総合開会式

期日 10月6日（日）8：30～

場所 加西球場

（雨天：勤労者体育センター）

各種競技 ※右表参照

申込先 〒6 7 5 - 2 3 9 5 教育委

員会内加西市体育協会事務局

（電話42-8773）

締切り 9月9日（月）

◇各競技大会の要項及び参加申

込書は、市教育委員会及び各

公民館にあります。

※軟式野球は9月13日（金）

1 8：3 0～1 9：0 0市民会館

視聴覚室に持参。

※グラウンドゴルフ大会、ター

ゲットバードゴルフ大会、ぺ

タンク大会は、若干の当日参

加も可。

No. 大会名及び主管

第32回町対抗家庭バレーボール大会
（バレーボール協会）

期　日 場　　所 備　考

雨天時は市内各学
校体育館を使用

市民グラウンド10月6日1

第31回市長旗争奪野球大会
（軟式野球協会）

加西球場、市民グラウン
ド、三洋グラウンド 他

9月29日・10月6日
13日・20日・27日2

第33回親善サッカー大会
（サッカー協会）

北条高グラウンド
アクアスかさい 他

9月22日・23日・29日
10月6日・13日3

第36回市民卓球大会
（卓球協会）

勤労者体育センター9月29日4

第36回市民ソフトテニス大会
（ソフトテニス協会）

雨天時は
10月20日

加西テニスコート10月6日5

第33回市民空手道大会
（空手道協会）

北条中武道館10月6日6

第35回市民柔道大会
（柔道協会）

北条中武道館9月29日7

第26回少林寺拳法演武大会
（少林寺拳法協会）

北条東小体育館10月6日8

第27回市民バドミントン大会
（バドミントン協会）

北条中体育館10月6日9

第28回市民剣道大会
（剣道連盟）

北条小体育館10月20日10

第20回市民硬式テニス大会
（テニス協会）

雨天時は
10月14日

加西テニスコート10月13日11

第9回市長杯地区対抗ゲートボール大会
（ゲートボール協会）

すぱーく加西10月6日12

第13回市長杯グラウンド・ゴルフ大会
（グラウンドゴルフ協会）

雨天決行
いこいの村はりま
芝生広場

10月6日13

第11回市民ターゲットバードゴルフ大会
（生涯スポーツ協会）

雨天決行
多目的グラウンド

（加西球場隣）
10月6日14

第3回市民ぺタンク大会
（生涯スポーツ協会）

雨天決行
多目的グラウンド

（加西球場隣）
10月6日15

第3回市民バウンドテニス大会
（バウンドテニス協会）

善防公民館9月29日16

◇なお、加西市教育委員会ホ
ームページから要項、申込書
をご覧いただけます。

http://www.city.kasai.hyogo.
jp/gyosei/kyoiku/
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